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イベント概要 

 

[企業名]  アスクル株式会社 

 

[企業 ID]  2678 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 
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[日程]   2022 年 7 月 1 日 

 

[ページ数]  29 
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[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長 CEO  吉岡 晃 （以下、吉岡） 

取締役 CFO    玉井 継尋（以下、玉井） 
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登壇 

 

 

玉井：こんにちは。CFO の玉井です。 

前半は私から、2022 年 5 月期の実績および 2023 年 5 月期の計画のポイントを説明させていただ

き、後半は社長の吉岡から、各事業の戦略について説明させていただきます。 

スライド 3 ページ、サマリです。 

2022 年 5 月期の実績は、連結全体ではほぼ計画どおりの着地となり、売上高、各段階利益とも過

去最高を更新しております。BtoB は、オフィス用品の需要減少などの影響を生活用品や MRO な

どの注力分野でカバーすることで増収を達成しており、利益は物流効率化などのコストコントロー

ルにより、計画を上回る着地となりました。 

LOHACO は、上期に苦戦した収益改善が下期はほぼ計画どおりとなり、黒字化に向けて着実に進

捗いたしました。 

2023 年 5 月期の計画は、中期経営計画の達成に向けて、BtoB は商材拡大と、新アスクル Web サ

イトの一部機能の先行リリースとして、間もなく稼働予定のソロエルアリーナサイトのオープン化

を成長エンジンとして、そこに Web 販促を集中投下することで、成長カーブを変えていきます。 
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LOHACO は、従来からの計画どおり黒字化を実現するとともに、再成長をスタートする年にして

いきます。 

また、来期以降のさらなる成長と大きな収益改善に向けて、新アスクル Web サイトの全ての機能

と ASKUL 東京 DC の着実な稼働を目指してまいります。 

世界情勢はますます不透明な状況となってきておりますが、当社は中期経営計画で掲げた戦略を着

実に実行し、引き続きその実現を目指してまいります。 

 

まずは、2022 年 5 月期の実績について説明いたします。 

スライド 5 ページ、通期連結業績になります。 

売上高は、前年同期比 101.5%の 4,285 億円となり、過去最高となっております。売上総利益率

は、特需の反動や原材料高および為替の影響などを受けておりますが、2 月に実施させていただい

たコピーペーパー等の主力商品の売価変更により、3Q までの水準を維持しております。 

一方、足元は、さらなる原油価格の高騰や円安の進行など、予断を許さない状況となっており、そ

の対応については後ほど説明させていただきます。 

売上総利益の金額としては若干計画未達となりましたが、物流配送効率の向上や固定費の削減によ

り、販管費比率の改善を図った結果、営業利益、経常利益、当期純利益ともに計画を達成し、過去

最高益を更新しております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

4 
 

 

スライド 6 ページ、BtoB 事業の業績になります。 

売上高については、オフィス用品の需要減少の影響で計画未達となりましたが、冒頭でも申し上げ

たとおり、生活用品や MRO などの注力分野でカバーすることで増収を達成しております。 

営業利益については、ASKUL 東京 DC の稼働前の家賃負担等もあり、前期比 84.6%となりました

が、物流効率化などのコストコントロールにより、計画を上回る着地となりました。 
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スライド 7 ページ、BtoC 事業の業績になります。 

売上高については、前期の巣ごもり需要の反動などの国内売上の影響を海外需要向けの販売でカバ

ーし、計画を達成しております。 

営業利益は、LOHACO については上期の計画未達を通期でリカバリーできませんでしたが、グル

ープ会社のチャームの利益改善が進み、BtoC 全体では計画どおりの着地となっております。 
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スライド 8 ページ、ロジスティクス事業・その他の業績になります。 

売上高は、3PL 事業の拡大により前期比 117.3%となり、計画に対しても大幅な増収となりまし

た。 

営業利益は、その他事業のミネラルウォーターの製造販売を行っているグループ会社の嬬恋銘水に

おいて、計画していた新製造ラインの稼働が新型コロナウイルスの影響で遅れたことを主要因とし

て計画未達となりましたが、ロジスティクス事業については、計画どおり大幅な利益改善となりま

した。 

なお、嬬恋銘水の新製造ラインは既に稼働を開始しており、2023 年 5 月期は増収増益を見込んで

おります。 
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スライド 9 ページです。 

営業利益の過去最高益更新に伴い、EBITDA も過去最高を更新しております。 

 

スライド 10 ページです。 
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中期経営計画の最終年度の 2025 年 5 月期で 20%を目指している ROE については、自己株式取得

効果もあり、着実に改善が進んでおります。 

 

次に、2023 年 5 月期の業績見通しについて説明いたします。 

スライド 12 ページ、計画の前提となる外部環境の認識です。 

新型コロナウイルスについては、再拡大の兆しもあり、引き続き予断を許さない状況と考えており

ます。加えて、国際情勢の変化や原油および為替動向など、先行きの不透明さはこれまでにない状

況と認識しております。 

当社は、これらのリスクについて、こちらに記載している対応策を柔軟に実施することで、その影

響を可能な限りコントロールし、計画の達成を目指してまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

 

スライド 13 ページ、事業別の業績見通しになります。 

まず BtoB ですが、中期経営計画における大きな成長の基盤となる ASKUL 東京 DC と新アスクル

Web サイトの稼働により、一過性を含めて固定費が大きく増加する年となりますが、中期経営計

画の達成に向けて成長カーブを変えることに徹底的にこだわる 1 年にしたいと考えております。 

冒頭申し上げた商材拡大とソロエルアリーナのオープン化、そして Web 販促の集中投下の相乗効

果により、オフィス通販からのトランスフォーメーションによる成長を確実に進めてまいります。 

LOHACO は、Z ホールディングスとの連携をさらに強力に推し進め、計画どおりの黒字化と再成

長を実現する 1 年にしたいと考えております。 
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スライド 14 ページ、営業利益の見通しについて、前ページで説明した内容を、ウォーターフォー

ルで示したものです。 

右側に内訳を記載しておりますが、新アスクル Web サイトと ASKUL 東京 DC 稼働に伴う固定費

の増加額は 34 億円、そのうち今期のみ発生する一過性コストは 13 億円を計画しております。 

また、中期経営計画の達成に向けては、BtoB の成長カーブを変えることが最重要と考えており、

その実現に向けて、連結営業利益の水準は維持しつつ、BtoB の Web 販促コストを積極投下してま

いります。 
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スライド 15 ページ、これまで申し上げてきた内容を、連結全体にまとめた業績見通しになりま

す。 

売上高は前期比 106.3%の 4,555 億円、営業利益は 145 億円、当期純利益は 94 億円を計画してお

ります。繰り返しになりますが、今期は利益水準を維持しつつ、成長カーブを変えることに注力

し、来期以降のさらなる成長と大きな収益改善につなげてまいります。 
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スライド 16 ページ、最後に、株主還元について説明いたします。 

まず、こちらには記載しておりませんが、2022 年 5 月期については、期中で 500 万株、総額 81

億円の自己株式の取得と、取得した全株式の消却を実施いたしました。 

次に、配当計画ですが、2022 年 5 月期の期末配当については、3Q 時点の予想からさらに 1 円増配

の 16 円とし、その場合の年間配当金は 31 円となり、昨年の 5 月 21 日に実施した、1 株を 2 株と

する株式分割を考慮すると、年 6.5 円の増配を予定しております。 

また、2023 年 5 月期については、年間配当金 32 円、年 1 円の増配を計画しております。来期以

降はさらなる利益成長を実現させ、株主様のご期待に応えてまいりたいと考えております。 

私からは以上となります。 

 

吉岡：皆さん、こんにちは。社長の吉岡です。私から、中期経営計画達成に向けた各事業の戦略に

ついて説明させていただきます。 

スライド 18 ページ、昨年 7 月に公表した中期経営計画の経営指標です。 

最終年度である 2025 年 5 月期に連結売上高 5,500 億円、営業利益率 5%、ROE20%を達成すると

いう目標に向けて計画を実行しております。 
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スライド 19 ページ、先ほど玉井からもご説明がありましたが、今期は売上成長カーブを変える年

と位置付け、中期経営計画の目標達成に向けて、まずはトップラインから一段階ギアを上げていき

たいと考えております。 

なお、足元、今期 6 月度単体売上高の前年同月比は 106.6%と、堅調なスタートを切っておりま

す。 
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スライド 20 ページ、中期経営計画の四つの最重要戦略です。 

計画に変更はなく、今期も着実に計画を実行してまいります。BtoB は、今期中に新アスクル Web

サイトをリリースし、中期経営計画の大きな成長の原動力とするとともに、戦略業種である製造

業、医療・介護のお客様向け商品を中心に品揃え拡大を進め、成長を加速させてまいります。 

LOHACO については、Z ホールディングスとのシナジーをさらに強化し、黒字化を達成して、再

成長へ向けた取り組みへ舵を切ってまいります。 

物流プラットフォームとしては、今年 11 月下旬に東日本のフラッグシップセンターとなる

ASKUL 東京 DC が、いよいよ稼働を開始いたします。当社の強みの高速物流、高効率な物流をよ

り進化させ、引き続き構造改革を推進してまいります。 

 

ここから、BtoB 事業の戦略と概況について説明させていただきます。 

スライド 22 ページ、中期経営計画における BtoB の成長戦略です。 

ベースは、お客様ニーズを満たす品揃えの拡大ですが、単に品揃えを拡大するだけではなく、商品

情報の充実やリスティング広告といった、お客様にご購入いただくための仕組みづくりを強化いた

します。ソロエルアリーナのオープン化は、この施策の効果をさらに強めるものと考えておりま

す。 
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また、中期経営計画で成し遂げることとして、オフィス通販からのトランスフォーメーションを挙

げておりますが、製造業や医療・介護業種向け専門商材をはじめとした、ロングテール商品につい

ての認知を向上させるため、今期より、リブランディング施策を開始してまいります。 

そして、今期中のリリースを予定しております、新アスクル Web サイトの稼働開始により、より

一層お客様がご利用しやすい売り場環境の進化を加速させてまいります。 

これらの施策を着実に実行し、その相乗効果によって中期経営計画最終年度の二桁成長を実現して

まいります。 

 

スライド 23 ページ、前期の BtoB 単体の品目別売上高です。 

消毒液、グローブなどのメディカル商品は、反動減の影響が縮小しており、引き続き医療・介護業

種のお客様向け専用商材を拡大することで再成長を目指してまいります。 

生活用品、MRO は、前期の成長をけん引する成長カテゴリーとなりました。オフィス通販からの

トランスフォーメーションの中心となる成長分野として、引き続き品揃えスピードを加速してまい

ります。 
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スライド 24 ページ、品揃え拡大の進捗です。 

左側の取扱商品数については 1,179 万アイテムとなり、目標としていた 1,100 万アイテムを上回っ

て着地いたしました。今期は 1,400 万の取り扱いアイテム数を目指してまいります。 

右側の在庫商品数については、海外工場のロックダウンなどの影響を受け、12.9 万アイテムの着

地となりましたが、足元では 13.3 万アイテムまで増加しており、今期末 15 万アイテム超の計画に

向けて順調に進捗しております。 
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スライド 25 ページ、オリジナル商品についてです。 

前のスライドの在庫商品と同じく、海外工場のロックダウンの影響を受け、8,700 アイテムとなり

ました。今期計画 1 万アイテムの達成に向け、製造業および医療・介護の 2 大業種のお客様向け商

品を中心に開発を強化してまいります。 
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スライド 26 ページです。 

既にご説明している施策となりますが、新アスクル Web サイトの機能の一部先行リリースとし

て、ソロエルアリーナサイトをオープン化する改修が、この 7 月に完了する予定です。 

この改修によって、外部の検索エンジンから直接ソロエルアリーナサイトの商品ページに遷移する

導線が、今後、順次オープンになっていきます。ソロエルアリーナご利用のお客様の利便性を上げ

ることで、買い回りの拡大を実現してまいります。 

 

スライド 27 ページ、ASKUL 東京 DC の進捗です。 

半導体部品の調達状況が予定より遅れた時期もございましたが、全ての部品調達が完了し、2022

年 11 月下旬の稼働開始に向けて準備を進めております。 
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スライド 28 ページ、お客様登録数です。 

当社の強みであるお客様基盤の拡大は、引き続き堅調に進んでおり、お客様基盤を成長の源泉とし

て捉え、幅広いお客様のニーズに合わせた施策を継続してまいります。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

20 
 

スライド 29 ページ、中期経営計画で、「物販以外の領域へのサービス展開」についても触れてお

りますが、ソフトバンク社のグループ各社との協業について検討を開始しております。 

当社の強大なお客様基盤と、ソフトバンク社のグループ各社が取り扱う BtoB 向け商材・サービス

を掛け合わせた新規事業とする予定でおりますが、詳細については決定次第、あらためてご報告さ

せていただきます。 

 

続きまして、BtoC 事業の戦略と概況について説明いたします。 

スライド 31 ページ、LOHACO の 2025 年 5 月期までのロードマップです。 

今期の黒字化達成を通過点として、さらにその先の再成長を目指してまいります。 
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スライド 32 ページ、LOHACO の国内売上高についてです。 

4Q は、昨年の巣ごもり需要の反動減がありましたが、通期ではほぼ計画どおりとなりました。今

期も引き続き、Z ホールディングスとのシナジーやメーカー直結の EC である強みを活かして、さ

らなる成長を目指してまいります。 
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スライド 33 ページ、LOHACO の売上総利益率は、海外売上の構成比増を主な要因として、前期差

実質 0.2 ポイントのマイナスとなりましたが、国内の利益率は 0.5 ポイントの改善となりました。 

今期の黒字化に向けて重要となる売上総利益率については、商品粗利の継続的改善や広告ビジネス

を強化するなどして、さらなる改善を目指してまいります。 

 

スライド 34 ページ、LOHACO 広告フィー収入についてです。 

4Q は、前年の反動減もありましたが、通期では前年比 102.8%となりました。今後も広告フィー収

入の拡大を目指してまいります。 
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スライド 35 ページ、その多くを物流配送費で占めている変動費比率は、前年同期差 1.3 ポイント

の改善となりました。会計基準変更の影響を補正すると 1.6 ポイントの改善と、計画どおりとなり

ました。引き続き、配送の効率化による一層の改善を見込んでおります。 

 

スライド 36 ページ、一箱あたりの売上単価についてです。 
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新本店のサイト機能改善等が奏功し、前年比 100.9%の伸長となりました。引き続き継続的なサイ

ト機能の改善等により、お客様の利便性、買い回り向上を図り、一箱あたりの売上単価を向上させ

てまいります。 

 

スライド 37 ページ、新本店リリースに伴うソフトウェア償却費やシステム関連対応の人件業務費

の削減は、前期差 5.8 億円の削減と、計画どおりとなりました。運営効率化を進め、さらなる削減

を目指してまいります。 
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スライド 38 ページ、Z ホールディングスとのシナジーについてです。 

PayPay モール店での販促施策を引き続き実施するとともに、LOHACO 本店の UI/UX を PayPay

モール店に展開し、機能改善を行い、売上高、粗利率、変動費比率の改善を進めてまいります。 

なお、足元、今期 6 月度の LOHACO 売上高は、スライド左にある LOHACO 限定の販促施策が奏

功し、前年同月度比で 123.5%と、好調なスタートを切っております。 
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ここから、ESG と DX のトピックスを説明いたします。 

スライド 40 ページ、ESG のトピックスです。 

当社は、中期経営計画で基本方針として、サステナブル経営を掲げ、事業に一体化させた形で気候

変動対策などを推進しております。 

4Q 期間では、顧客満足マネジメントシステム「ISO10002」への適合宣言、「FTSE Blossom 

Japan Sector Relative Index」の構成銘柄への選定、再生可能エネルギー比率の向上など、着実に

計画が進んでおります。 
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スライド 41 ページ、DX のトピックスです。 

こちらにご紹介したスマートロックの採用など、特にバリューチェーンの進化を中心に DX の取り

組みが進んでおりますが、6 月には DX 銘柄 2022 の「DX 注目企業 2022」に選定されました。引

き続き、当社の強みとして、DX による事業成長の取り組みを進めてまいります。 

私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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